
志賀高原“ おたの申すの平” に滋ける亜寒帯針葉

樹林生態系の無脊椎動物群集の群集構造の解析**

吉 田 利 男*

亙.は じ め に

長 野 県 志 賀 山"お た の 申 す の平"の 亜 寒帯 針葉 樹 林生 態 系 に お け る樹 冠 部 及 び 樹 皮 部 で の

無 脊椎 動 物 群 集 の群 集 構造 の 解 析 調 査 を 行 な った 。

樹 冠 部 に お い て は1970年5・6・7・8・9・10月,!971年6・7・8・9・ ユ0月の計10回 上 記 区

域 内 の オ オ シ ラ ビ ソ,コ メ ツ ガ,ダ ケ カバ に つ い て,種 類 組 成 。季 節 変 動 を,樹 皮 に お い て

ぱ1971年9月 に オ オ シ ラ ビ ソ,コ メ ツ ガに つ いて 種 類 組 成 を 調査 した 。 雨 の た め,1970年

9月 の コ メ ツ ガ 。ダケ カバ,1971年7月 の オ オ シ ラ ビ ソ ・コ メ ツ ガ ・ダ ケ カバ は 調査 出 来 な

か った。1970年 の 樹 冠部 に お け る調査 結 果 は す で に報 告(1x2)し て あ るが,ユ971年 との 比較 の

意 味 で 引 用 す る。

亙亘.調 査 方 法

(1)樹 冠 部 で の採 集方 法 は1970年 と同 様 で,8"zの は しごを 用 い,樹 高!0～20糀 の 木 に

登 って,静 か に 切 りと った 枝 を 樹上 で,深 さ2濡 ・巾L4η τの ビニ ール 袋 に 静 か に入 れ て,

地 上 に お ろ し,数 十 回 強振 して 付着 動物 を 袋 の 底 に落 し,集 め,枝 の直 径 を 測 り,枝 を 袋 の

外 に 出 し,研 究 室 に持 ち 帰 え っ て,袋 の 中 の 虫 を て い ね い に 全 部 数 え 採 集 し,各 々の 重 量

・(生 体重)を 測 った 。 な お,樹 冠部 を 下 ・中 ・上 層 の3段 階 に 分 け,各 々ち が った 方 向 の 枝

を!本 つ つ各 層3本,計9本 の 枝 に つ い て,各 月 ご と調査 木 を か え,各 々1本 つ つ の 木 に つ

い て 調査 した 。
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　（2）　樹皮での採集方法は，伐木後の木について，根元・下・中・上層の4ケ所の樹皮を

カマ，ナタ等ではぎとり，ビニール袋に入れ，研究室に持ち帰り，肉眼で摘出できるかぎり

の動物を採集し，個体数，種分けの作業を行なった。尚，調査状況は図1に示す。

　　　　　　　　　　99夏．調査結果

樹冠部での調査結果検討のため，次のような操作を行なった。1970年8月のオオシラビ

ソ，コメツガの各々の値を1として各月の補正をし，葉重量を同じくして（オオシラビソ…
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Table　1 The　chstribut’ion　of　invertebrates　observed　with　the　naked　eye，

classified　according　to　the　hei’ №?煤@of　each　part　of　the　bark　of

tree，　Tszsga　diversifolia　l　o．1，　investigated　on　Septernber　22，1971
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4140g（d．　w．），コメツガ……248491（d、　w．）），各月の虫の個体数生，体重に修正を加えた。

ダケカバでは切りとった枝の直径の総和をもとにして，1970年8月の値を1と’し各月の補正

を行い，魍体数，生体重の修正を行なった。

　　（1）種類組．成
　　1970，1971年とも樹冠部に於てはオオシラビソ，コメツガでの種類組成は同じである。そ

れらによると，Lepidoptera　larva　・　adult（蛾類幼虫。成虫），　Hemlptera！（アリマキ），

Hemiptera　2（ヨコバイ），　Hemiptera　3（アワフキ），　Hemiptera　4（カメムシ），　Diptera
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Table　2 The　distribution　of　invertebrates　observed　with　the　naked　ey・e，

classified　according　to　the　height　or”　each　part　of　the　bark　of

the　tree，　Tszega　diversifogia　No．2，　investigated　on　September　21，　1971
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1arva。adult（双翅目．幼虫。成虫），　Coleoptera（コメツキ），　Orthoptera（直翅目），

Colle．mbola（トビムシ），　Acarida（ダニ目）の他，　Araneida（クモ目），　Hymenoptera

（膜翅目…寄生蜂），Chilopoda（イシムカデ），　Neuroptera（クサカゲロウ幼虫）がみられ

た。

　　ダケカバでは蛾類幼虫，コメツキ。ハムシ。ゾウムシ類，トビムシ類，ダニ目，捕食性の

クモ類，ハサミムシ，クサカゲロウ幼虫がみられた。

　　樹皮では，オオシラビソ・コメツガとも種類組成は，ほとんど同様である（表1・2・3）。

Species

Height
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Opilionida
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Diplopoda
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Collembola
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　　1・　Aphilidae　sp．
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Coleoptera

　　1・　Elateridae　sp．

　2・　Staphilinidae　sp．
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Table　3 The　distribution　of　invertebrates　observed　with　the　naked　eye，

classified　according　to　the　height　of　each　part　of　the　dark　of

the　tree，　Adies　mariesii　No．4，　investigated　on　September　21，　1971
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地上性のミミズ，線虫，Diptera　1（ユスリカ幼虫），トビムシ，　Acarida　1（ケダニ），

Acarida　2（ササラダニ），カニムシ，メクラグモ，　Chilopoda　1（イシムカデ），　Chilopoda

2（ジムカデ），ヤスデ等が採集された他，樹冠部で採集されたHemiptera　1（アリマ

キ），H：emiptera　2（ヨコバイ），　Hemiptera　3（カメムシ），　Coleoptera　1（コメツキ），

Coleoptera　2（ハネカクシ），　Coleoptera　3（ゴミムシ），　Coleoptera　4（ゾウムシ），

Diptera　2（ハェ），　Araneida（クモ目），　Lepidoptera　larva（蛾類幼虫）が採集された。

このうち，樹皮内で採集されたものはササラダニと甲虫幼虫である。

　（2）各樹種での季節変動

　　　（a）個体数変動
　オオシラビソでO＆　！970年6只にHerniptera　1（アリマキ），8月にHemiptera　2（ヨ

コバイ），10月にLepidoptera　larva（蛾類幼虫）にそれぞれ発生のピークがみとめられ，

更にクモ類では1年を通じて増加の傾向を示した。1971年では雪とけが1ケ月遅れたこと，

8月にピンポン大（φ3・5cm）の電が降ったこと，降雪が1ケ月はやかったことなどにより，全般

的に各個体群とも発生数は少なかった。それでも8月にHemiptera　2（ヨコバイ）に発生の

ピークがみられたり，1年を通じてのクモ類の増加など昨年と同様の傾向がみられた。しか

し，蛾類幼虫。Hemiptera　1（アリマキ）の顕著な発生は認められなかった（図2）。コメッ
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Fig．　2　Seasonal　changes　in　individual　number　Df　invertebrates

　　　　in　the　canopy　of　Abies　mariesiAi，　from　May　1970　to

　　　　October　1971

ガでは，1970年は8月に各個体群とも発生のピークがみられたが，1971年では1ケ月遅れた

9月にそれがみられた。1971年は1970年に比し，Hemiptera　2（ヨコバイ），　H：emiptera　1

（アリマキ），クモ類での発生の型は同じであった。畜類幼虫のみ，夏から秋への増加がみら

れず，1970年の発生パターンと異なった型を示している（図3）。　これも8月の電と，1ヶ

月遅れの雪どけ等の天候条件の悪化による影響と考えられる。但し，クモ類はそれらの条件

にかかわらず，1970年の秋より個体数は増えている。ダケカバでは1970年6月にアリマキの

顕著な発生がみられたが，1971年ではほとんど発生がみられなかった。蛾類幼虫では1970年

ぱ春から夏にかけて増加したが，197！年は雪の影響によって蛾類幼虫の発生は僅かであっ
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た（図4）。
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　　　（b）体重（生体重）による変動

　1970年での資料によると，オオシラビソ，コメツガ，ダケカバでは個体数の上でアリマキ

類，ヨコバイ類，クモ類，蛾類幼虫が主構成者であったが，体重でみると蛾類幼虫とクモ類

が80％以上も占めていた。そこで，1970年・1971年ともこの2者について体重の変動をみ

た。オオシラビソでの蛾類幼虫は，1970年は葉重量4140チ（d．w．）当り，春（100㎎）から

夏にかけ増加し，3000ngの値を占め，秋に減少（2300㎎）している。1971年は春に1150㎎で

最高，以後減少して，夏・秋には20G㎎の値となっている。クモでは蛾類幼虫と同様に春か

ら夏にかけては増加，最高値（2000　my）となり，秋に減少（900nlf），1971年は春から秋にか

けて増加，秋に最高（900㎎）となっていた。
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　1970年春から夏と，1971年夏から秋では捕食者であるクモ類が蛾類幼虫よりも多い点，更

にこの時期には個体数の上で，エサとなるべきアリマキ類（6月），ヨコバイ類（8月）が多い

点，興味ある現象である（図5）。　コメツガでは，1970年，1971年とも変動のパターンは似

ていることがわかった（図6）。1970年，1971年とも6月にピークがみられた（4400㎎）・
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ら4

（3100㎎）。ダケカバでは，1970年の6月・8月に大型蛾類幼虫の出現によってピークがみら

れた。1971年は1ケ月遅れの雪溶けの為，また，電による影響と2重の打撃を受けてか，ほ

とんど発生がみられず，体重の上でも変動がみられなかった（図7）。
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約

　1．1971年5月から1971年10月まで，長野県志賀山“おたの申すの平”の亜寒帯針葉樹林

の樹冠部及び樹皮部における無脊椎動物群集の群集構造について調査した。

　2．各樹種での樹冠部における虫の種類組成は1970年と同じである。

　3．各樹種での樹冠部における個体数，生体重での季節消長を前年と比してみると，

　　（1）オオシラビソ，コメツガ，ダケカバとも昨年に比し各個体群の個体数，生体重は

少ない。これは昨年と比し1ケ月雪溶けが遅れたこと，夏にピンポン大（φ3・5cm）の雷が降っ

たこと，1ケ月早い降雪等による影響と考えられるQ

　　（2）　オナシラビソでは8月にヨコバイ類の顕著な発生がみられた。1年を通じてクモ

類が個体数の上で増加していることがわかった。これらは昨年と同様の傾向であるが，アリ

マキ類，蛾類幼虫においては，昨年のような大発生はみられなかった。体重では，昨年同様

蛾類幼虫とクモ類が全体の80％以上を占め，春に蛾類幼虫が多く，秋にクモ類がそれに替わ

っている。昨年は春にクモ類，秋に蛾類幼虫が多く占めていた。

　　（3）　コメツガではアリマキ類，クモ類，ヨコバイ類での個体数の季節変動のパターン



志賀高原"お た の申すの平"に おけ る亜寒帯針葉樹林生態系の無脊椎動物群集の群集構造 の解析5ら

は 前 年 と同 じで あ る。 蛾 類 幼虫 の 個体 数 で は春 か ら秋 に増 加 した前 年 とは ち が って,夏 か ら

秋 に か け て減 少 して い る。 但 し,体 重 で は前 年 と同様 の パ ター ンで あ る。

(4)ダ ケ カバ で は,各 個 体 群 の発 生 数 が少 な か った。 体 重 に於 て もそ の季 節 変 動 は ほ

とん どみ られ な い。

4・ オ オ シ ラ ビ ソ,コ メ ッ ガの樹 皮 で の 無 脊椎 動物 の 個 体 数 は10η 言あ た り各 々1244匹,

288匹 で あ った 。 樹 冠 部 で み られ た 無脊 椎 動 物群 集 の他,地 上 性 の メ ク ラ グモ,カ ニ ム シ,

サ サ ラダ ニ,ヤ ス デ,ジ ムカ デ,ユ ス リカ幼 虫,線 虫,ミ ミズ等 が採 集 され た(表1・2。3)。
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Summary

An ecological analythis of the structure of invertebrates

communities in the canopy of the coniferous forest on

 Otanomosunotaira Plateau (IBP area) in the Shiga Heights

Toshio YOSHIDA*

   1. For the purpose of anlyzing the structure of invertebrates communities 

existing in the canopy and in the bark of the coniferous forest, an ecological 

survey was carried out from June to October of 1971 in the Otanomosunotaira 

Plateau (IBP area) in the Shiga Heights Area of Central Japan. 

   2. Compared with the survey results obtained in 1970, there was no change 

in the faunistic composition in the canopy of the trees of Abler mariesii,  Tsuga 

diversifolia and  Belula  ennanii. 

   3. Regarding the seasonal changes in the faunistic composition and in the 

 biomass in the canopy of each tree, the following facts were recongnized  : 

 (  1  ) Compared with the individual numbers and biomass of each tree in 

   1970, there was generally found a decrease in their numbers in 1971. 

   There were three reasons for this : (1) budding of the trees set in late June, 

   (2) there was a hailstorm in August with hailstones as large as ping-pong 

   balls  (03.5c2n) and, (3) it snowed in November. 

 (  2  ) The maximum number of Hemiptera 2  (Deltoceplzalidae sp.) was co-

  * Biological Institute Faculty of Liberal Arts , Shinshu University,  Matsumoto, Japan
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　　　unted　in　．4tugust，　and　Araneida　has　increased　throughout　the　year．

　　　The　biomass　of　both　Lepidoptera　larvae　and　Araneida　occupied　more　than　8090（

　　　ef　the　total　in　the　canopy　of　A．bies　rnariesii，　in　1971．　Araneida　was　dominant

　　　in．　the　spring　and　Lepidoptera　larvae　were　dominant　in　autumn．　See　figures

　　　2＆　5．

　　　　　（3）　Apart　from　an　outbreak　of　Hemiptera　2　in　September　’1971，　Lepidop－

　　　tera　larvae　and　Aranelda　were　dominant　in　biomass　throllghout　the　year．

　　　The　maximum　biomass　of　Lepidoptera　larvae　xKras　found　in　June　1971　in　the

　　　canopy　of　Tsz・tga　dive－rsi．folia．　lndividual　numbers　of　Lepidoptera　larvae

　　　decreased　from　spring　to　autumn　in　1971．　See　Figures　3　＆　6．

　　　　　（4）　we　have　not　recongnized　the　remarl〈able　fluctuation　in　individual

　　　numbers　and　in　biomass　in　the　canopy　of　Bet’pela　er7nanii，　in　！971．　See　Fig－

　　　ures　4　＆　7．

　　　，，1．　Total　numbers　of　inverteberates　in　the　barl｛　of　the　trees，　Abies　mariesii，

rT，t，ttgLft　di；，vei’si．f’olia　were　i244／iO’7rii　and　288／10”t2，　respectively．

In　addition　to　’the　invertebrates　communities　in　the　canopy　of　Abies　7・nariesii　and，

’Jrszt，g・a　a’，Jz？ersif61ia，　some　terrestrial　and　soil　invertebrates　as　C）pilionida，　Pseucio－

scorpionida，　Oi“iba£ei，　Diplopoda，　Nematoda　and　Oligochaeta　were　collected．　See

Tables　i，　2，　3　and　Figure　！．
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